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み ら い ト ピッ ク ス

乙女座
8.23▶9.22

★全体運★イレギュラーな対応が必要になり戸惑いがち。非常時こそ冷静に。下旬には状況が改善へ。焦って答えを出さないで
★健康運★発酵食品が多めのメニューで腸内環境を改善
★幸運の食べ物★ナガイモ
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み ら い ト ピッ ク ス

　１０月１２日と１３日、黒石の育苗センターで
令和５年産米の収量・品質・食味の調査を行
いました。
　調査は各地区の営農指導員が試験圃場から
「青天の霹靂」「まっしぐら」「つがるロマン」「は
れわたり」の稲を持ち寄り、脱穀、もみすり
の作業をしました。今後は全体の推定収量と
品質や食味の要因分析をまとめます。調査デー
タは、来年産米の生産指導に活用します。

米の収量・品質・食味を調査

脱穀作業する営農指導員

　ときわ良質米生産部会（三浦浩二部会長）

は１０月２０日、常盤支店で良食味米競技会を

開き、令和５年産米の審査を行いました。部

会員１５人が出席し、「青天の霹靂」「まっし

ぐら」「つがるロマン」「はれわたり」などの

玄米サンプル２９点（１点３００㌘）を審査しま

した。

常盤地区良食味米競技会

　１０月２８日、ＪＡグループ青森４連が農業
者支援事業の一環として実施している「援農
ボランティア」を受け入れました。地元企業
職員３４人が参加し、黒石地区と板柳地区のり
んご生産者の園地で収穫作業を行いました。
　参加者は「地元の生産者の手伝いをしたいので
また参加したい」と話しました。
　生産者は「初めて援農ボランティアを受け入れ
た。農繁期で、とても助かったので今後もこの取
り組みを継続してほしい」と話しました。

「援農ボランティア」農繁期に協力

目視で品位鑑定を行う部会員

りんごを収穫する参加者


